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スマートシティの定義
IoT等の先端技術を用いて、基礎インフラと生活インフラ・サービスを効
率的に管理・運営し、環境に配慮しながら、人々の生活の質を高め、継続
的な経済発展を目的とした新しい都市

出典：IoTニュース
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スマートシティの定義
都市の抱える諸課題に対して、ICT等の新技術を活用しつつ、マネジメント（計画、整

備、管理・運営等）が行われ、全体最適化が図られる持続可能な都市または地区

経済活動

生活

環境

行政

交通

出典：国土交通省都市局 ｽﾏｰﾄｼﾃｨの実現に向けて H30.8 

教育

その実現に向けて、
① ICT（IoT、AI)利活用による、

利便性、安全性、環境性等の向上
② ビッグデータ等のデータ利活用による

継続的なまちの課題解決
③ エリアマネジメントによる持続可能な

まちづくりの取組み
が重要としている。
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総務省データ利活用型スマートシティ（H29-R1）
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国土交通省スマートシティモデル事業（R1）
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スマートシティの進化

スマートシティに向けた実証
ICT技術の活用による地域の
デジタル化、データ活用基盤
の整備

部分最適

スマートシティの実現
分野間、地域間のデータ連携
とサービス提供

全体最適化

Society5.0の実現
社会のあらゆるものがネットワー
クを介してつながり、高度なシス
テム化、連携強調を実現

Step1                           Step2                              Step3
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スマートシティの定義の見直し

スマートシティは、

ICT等の新技術を活用しつつ、マネジメント(計画・整備・管理・運営)の高度により【手段】

都市や地域の抱える諸課題の解決を行い、また新たな価値を創出し続ける、            【動作】

持続可能な都市や地域であり、Society5.0の先行的な実現の場である。           【状態】
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出典：内閣府スマートシティの推進にむけて
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スマートシティ/スーパーシティの関係
スマートシティ

IoT・ビッグデータ等の先端技術を活用し、地域課題や地域格差を解決
（交通、医療、福祉、防災、観光、エネルギー……）

➡ 全国各地の自治体で取組が進展中

スマートシティの特別版
①複数の分野（5以上）にまたがる
②規制緩和（国家戦略特区制度を活用）
③データ連携基盤を整備

➡ 特区法改正（令和2年6月3日公布）

スーパーシティ
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スマートシティ推進のメリット

 IoTで収集した街のデータや、行政が持つオープンデータなどから街の実態

を把握し、住民を中心とした社会システムのあり方そのものを変革する可能

性を有する。

 デジタルテクノロジーを活用することで、地域課題の解決や、新たな価値の

創出による経済循環の促進が期待される。

 サービス間の連携、都市間の連携 、分野間の連携を可能にし、全体最適化が

図れる。
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ビデオ放映

https://nettv.gov-online.go.jp/prg/prg20575.html
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データ連携の例
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柏の葉スマートシティのイメージ

出典：柏の葉スマートシティコンソーシアム資料「柏の葉スマートシティ」
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 利用者中心の原則
サービスの利用者を意識してスマートシティの取組を進めることが重要

技術オリエンテッド ➡ 課題オリエンテッド
 都市マネジメント（ICTエリアマネジメント）の確立

スマートシティが持続的に運営され続けるためには地域全体をマネジメントする機能が必要

公共主体 ➡ 公民連携へ
 データ連携基盤（都市OS）の確立

都市 OS を通じて各種サービスを提供することで、データやサービスが自由かつ効率的に連携される

個別最適化 ➡ 全体最適化
 相互運用の重要性

効率よくスマートシティ化を推進するには、他地域や他システムとの相互運用を効率よく行えることが必要

スマートシティ推進に向けての重要な視点
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スマートシティアーキテクチュア全体像

出典：内閣府 スマートシティリファレンスアーキテクチュア
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日本のデータ連携基盤 、2022年から本格始動

 データ連携基盤を2022年から本格始動する計画。欧米では同様の基盤が既に稼
働しており、日本は後発になるが、日本中のリアルデータを集約し、様々な産
業がビジネスに活用できる環境が整備されれば、産業のさらなる発展が期待で
きる。

 パーソナルデータの流通・活用を促す仕組みとしては、PDS(Personal Data 
Store)、 「情報銀行(情報利用信用銀行)」、「データ取引市場」の 3 つが考え
られおり、データ連携活用基盤に合わせて、整備が進んでいく予定である。
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出典：内閣府
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データ連携基盤（都市OS）ーデータ分散方式

出典：内閣府

ながさきSociety5.0連携プラットフォーム 基盤整備WG



スマートシティの課題とデータ連携基盤の必要性
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 アプリケーションが都市ごとに乱立する
 システムやサービスが再利用できず、各都市

での開発コストが高どまり 

 1種類のデータが、1つのサービスにしか活
用されず、データの価値を最大化できない 

 AIによる解析技術などを最大限活用すること 
ができない 

• 同一都市内でも、分野間でサービスが統合・
連携されず、住民の利便性が向上しづらい。 

都市間の連携
居住地と勤務地が都市をまたぐ場合でも、広域

的サービスを提供可能 ⇒災害時のアラート、
最寄りの避難場所の案内が広域的にできる 

横展開により、新規のシステム構築コ ストを
抑えることができる 

分野間の連携
分野の垣根を越えてデータの活用が可能とな

り、高度なサービスが提供可能 

サービスの連携
住民への個別サービスをデータで連携させるこ

とで、ワンストップ・サービス化が可能 

連
携
基
盤
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【課 題】



 APIとはあるサービスの機能や管理するデータ等を他のサービスやアプ
リケーションから呼び出して利用するための接続仕様。

 その中でも、厳格な要件や契約などを必要とせず、外部から誰でもアク
セス可能なAPIのことをオープンAPIと呼ぶ。

 Webサイト上でWebAPIとして広く利用されており、他社が提供するさ
まざまな機能をAPI経由で利用されている。

APIの定義と意義
Application  Programming  Interface
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WebAPIとWebブラウザの動きの比較
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【Webページ】

【API】

ブラウザ Webサーバー

このページをください（HTML)

ページをどうぞ（HTML)

アプリケーション Webサーバー

このデータをください（HTML)

このデータをどうぞ（HTML)

受け取ったHTMLからページを表示

ページが表示されるわけではない

20



オープンAPI
 無関係な外部組織を含めて、第三者による利用が可能なAPIを「オープンAPI」と呼ぶ。 

 利用に応じた課金制のオープンAPI、無償で利用することができるオープンAPIがある。 
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APIを使うメリット

 より多くの新しいサービスを開発できる

 効率的に開発できる

 データを二次利用できる

 サービス利用者の利便性がアップする

 セキュリティの向上
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地図・路線に関するAPI事例 

 出典：総務省 ICTスキル総合習得教材 
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公的統計・公的データに関するAPI事例 

 出典：総務省 ICTスキル総合習得教材 
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API利用の実例
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インスタグラム Facebook API

 出典：総務省 ICTスキル総合習得教材 
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オープンAPIを利用したマッシュアップ 

 出典：総務省 ICTスキル総合習得教材 
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BODIK DX API
小学校区API 公衆無線LANアクセスポイントAPI

中学校区API 飲食店API

公立小学校児童数（学校別）API 地域・年齢別人口API

公立中学校生徒数（学校別）API AED設置箇所API

小学校給食献立API 指定緊急避難場所API

公共施設API 指定避難所API

医療機関API 土砂災害警戒区域API

出典：BODIK DX
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福岡市LINE公式アカウント
GOOD DESIGN AWARD 2020年度受賞

防災，ごみ出し日，子育てなどの生活に密着した情報の中から，利用者が選択した情報だけをLINEでタイム
リーに受け取れるほか，家庭ごみの分別，生活情報，災害時の避難情報を検索したり，道路・公園などの損傷
を発見した際に簡単に市に連絡したりできるサービス。友だち数は170万を超えている。 

ゴミ出し 子育て 防災 道路等損傷情報提供

出典：福岡市ホームページより

bd61197c2o2o1o
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長崎における今後の方向性
 県や市町にとって、スマートシティの推進は不可欠な時代に入ってきた。

 県内スマートシティを構築していく場合、データ連携基盤構築は必須の要件となる。

 個々のデータ連携基盤を構築していく際は、各々かなりの予算、人、マネジメント

を行う組織等が不可欠となる。

 県、各市町、もしくは広域市町等で各々データ連携基盤を構築し、県全体として連携

していく方がのぞましいのか、

それとも県全体で構築し、市町で負荷分散を図りながら連携していく方が望ましいか。
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オープンデータ関連課題

 全市町がオープンデータを公開

 推奨データセットを中心に、県内共通データセットの確立

 緯度経度情報を付加するデータの選別

 データフォーマットの確立
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